
  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

                                        

 
 

あなたは ２２ ８８   万万  ５５   １１   ５５   １１  番目の読者です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

前号までに 

お届けした 

枚数です。 

 
今できることを全てやる！ 

皆さまに与えられた任期だから 

こそ悔いのない１年にします！ 

「若手政治家養成塾」 始動！ 事務局代表として “次代の若手”を育成中！ 

 

 
参議院選挙の結果、「衆参ねじれ国会」となり、国政はさ

らに混迷しそうです。だからこそ地方がしっかりしなければ

なりません！「若手政治家養成塾」では、その地方を担う  

若手議員の養成を行なっています。塾生に伝えることで私も 

３年前の原点に返 ることができま す 。塾生と共に私も  

「顔の見える活動」を 

行なってまいります。 

 

和光市駅

　南口

 
わかりやすさがモットーです。是非お気軽に 

お越しください。テーマは 

① ６月議会 報告 ＆ ９月議会にむけて 

② 「和光市議会基本条例（素案）」の解説 

③ 井上の３年間を総点検！ 

その他、皆さまから様々なお話を伺えるのを 

楽しみにしています！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 

和光市議会 ６月定例会 ～議案編～ 全ての議案が可決・成立しました。 

から  
 一般会計補正予算 

1,866 万円を追加補正。補正後の一般会計は 210 億 5,366 万円です。 
主な歳出は「納税サポートセンター（＝滞納を減らすために電話催告員を雇用する）」や 

「小学校での英語の授業開始に備えるための推進補助員」を緊急雇用補助金で採用。    
 勤労福祉センター（通称「アクシス」。場所は右地図の①）の 

「指定管理制度」導入を可能とする条例改正  
トレーニングルームや体育館、会議室などを有する勤労福祉 

センターは、昨年の事業仕分けで「民間委託」という結論が 

出ました。事業者は決まっていませんが、今後、指定管理 

（公共施設の管理・運営を包括的に代行させる）を行います。 

 

～請願編～ 「ＵＲに関する請願」の“紹介議員”を務めました。 

から  
 ＵＲ賃貸住宅居住者の居住の安定を求める意見書の提出に関する請願 

政府が、ＵＲ（＝都市再生機構）に対する事業仕分けの結果（＝民営化）に基づいて 

施策を進めた場合、居住者の安定が大きく脅かされるため、政策の転換を求める請願です。    
 紹介議員として、請願者

の代わりに市民建設委員会

からの質問に答えました。 

※写真は市民建設委員会の様子（参考） 

 
 ＵＲ賃貸住宅への定期借家契約制度の導入を行わないことを求める 

意見書の提出に関する請願 
ＵＲでは、通常の借家賃貸契約と異なり、期限が来ると更新できなくなる制度（＝「定期 

借家契約制度」）の導入が進められています。その制度導入を行わないよう求める請願です。   
 

本会議場の様子。 
 
「賛成討論」
を行い、全議員に

請 願 の 採 択 を 

呼び掛けました。 

～政策提言・一般質問編その１～ 「待機児童対策」を急げ！ 

から 

今回、先進例として提案し

た「おうち保育園」に地方

議員の仲間と共に視察に行

きました。マンションの空

室を利用することで、低コ

ストで開設でき、児童数が

減った際の撤退も容易なた

め、必要な地域にピンポイ

ントで開所できるのが最大

の強みです。 ※写真は一番右。 

和光市の待機児童は、“希望の保育園に入れていない”という児童

を含めると 200 名に上ります。市では、市有地を活用した    

（仮称）丸山台三丁目保育園を来年開設予定です。（上地図の②） 
 
しかし、まだ保育園は足りず、更なる対策が必要です！私は市が  

目指す民設民営でもう１園増設する方針を推進すると共に、独自

の提案として、「既存の保育園の分園・拡大」や「自動車教習所の

キッズルームの一般開放（企業と市役所の連携）」、その他、他市の  

先進例を参考に、駅から離れた保育園へバスで送迎してくれる 

「駅前送迎保育ステーション」（流山市）や、UR 住宅の１室を利用

して開所している「おうち保育園」（江東区）の提案を行いました。 
  
市長マニフェストの「家庭保育室への補助」による効果が徐々に

出てくると思いますが、厳しい財源の中でも出来得る限りの対策を

講じるよう、今後も提案し、そして市に対応を求めていきます！ 

 



お名前（フリガナ） 生年月日 おところ 和光市
年

月 日

- E-Mail　
電話

3 5 1

「議会報告」を 

今後も配り続けます！ 
 

当選前から作っている

「配るホームページ」
は間もなく 30万枚を
突破します。 
 
これからも議会を身近

にする情報源となるよ

うに発行します！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

～政策提言・一般質問編その２～ 「赤池通りや北インター周辺地域」をもっと安全に！ 

から 
1,677 名の方が署名した「赤池通りの

交通安全対策を求める要望書」を受け、

北インター周辺地域（左の和光市地図の③の

地域）の交通課題全般の解消を一般質問で

取り上げました。 

市・県による交通量調査も行われ、市

役所からは、右下図のイラストのように

“変則交差点の箇所”への信号機設置を、

今まで以上に埼玉県警へ要請する、と回

答がありました。但し、私は信号機設置

だけでは、特にハレルヤ保育園周辺の歩

行者の安全は十分ではないと考えます。

今後も市・県等に対策を求めていきます。 

 

市民の悩みや困りごとを、皆さま１人ひとり

に代わって市役所に提案し、解決するのが議

員の務めと考えています。右図は切り取ると

ハガキになります。是非、皆さまの声を   

聞かせてください。 

（その他連絡先は、４ページ目に記載してあります。） 

 
 
井上 わたる と 
新しい和光をつくる会 事務所 行 （注意） 

お手数ですが、 

50円切手を貼って 

投函してください。 

あなたの市政に対するご意見・要望・疑問などお気軽にお寄せください。 

 

郵便はがき 

※匿名でも可。可能な範囲でご記入ください。 

 

キリトリ 

キ
リ
ト
リ 

残り任期は８カ月。残る定例会はあと３回。少しでも多くの声を届けます！ 

から 
４年間の任期のうち、３年４カ月が経過しました。「あと３回しか議会はない」とも言え

ますが、私は「まだ３回も“一般質問＝政策提案”の機会がある！」と考えています。皆

さまからのご要望・意見をもとに今回の請願や一般質問を行なったように、皆さまの意見

をさらに広く聴けるように、今後、次の「３つの宣言」に基づいて活動してまいります！ 
 

地
域
の
安
全
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た 

市
民
の
方
の
「
手
書
き
」
パ
ネ
ル
を 

貸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

大勢の方に傍聴に来ていただきました。 

 

※あと２つの「誓い」は次のページです。 

 

    



皆さまの様々な質問に答

えられるように、行政の 

資料も積んで走っていま

すので、お気軽にお声掛け 

ください。 

「本人自転車」 
を復活します！ 

 

今、和光市議会では、“より開かれた議会”の実現のため、「議会報告会の実施」や    

「自由討議」について盛り込み、「議会運営の基本的事項」を規定した「議会基本条例」   

の制定に向けた準備を進めています。具体的に 

条文の一部を紹介すると、条例の第３条で「議員の 

活動原則」について次のように定めています。 
（※全文は「和光市議会ホームページ」をご覧ください。） 

 

   

 

第３条 議員は、次に掲げる原則に基づき活動を行わな

ければならない。 
 

(1) 議会が言論の場であることを十分認識し、議員 

相互間の自由な討議を充実させること。 
 

(2) 市政の課題全般について、市民の意見を的確に把

握するとともに、自己の能力を高める不断の研さんに

よって、市民の代表としてふさわしい活動をすること。 
 

(3) 議員は、個別的な事案の解決だけにとどまらず、  

市民全体の福祉の向上を目指して活動すること。 

   

 
「街頭演説」を 
定期開催します！ 

 
ただマイクで訴えるだけでなく、

わかりやすさも工夫した「街頭 

演説」を定期的に開催します。 

見かけたら、耳を傾けていただけ

れば幸いです。 

（今後文言が修正される可能性はありますが）

これは和光市議会に限らず、全ての政

治家に求められる活動原則だと、私は

考えています。またこの条例成立後は、 
 

●これまでの任期を、この活動原則に

基づいて活動してきたか？という 

“チェック項目“ 
 

●そして次回選挙の際には、この活動

原則に沿って活動できそうか？という

候補者選びの“判断基準” 
 
となるはずです。私もこの原則に違わ

ぬよう、このチラシに綴った「３つの

宣言」（「宣言その１」は前のページ）に取り組み、

今後も「顔の見える活動」を続けます！ 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

  

のため、今、自分に出来ることを全てやります！  

から 

発行元： 「井上わたると新しい和光をつくる会」 

 

携帯からはコチラ → 

http://inouewataru.blog.shinobi.jp   

 

   

 

◆井上 航 (わたる) の経歴◆ 
 
昭和５４年生まれ ３０歳  

平成１４年 立命館大学 法学部 環境生活法コース 卒業  

平成１４年 株式会社パソナ 入社 

平成１６年 株式会社ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱｰｽﾞ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 設立・入社 

平成１７年 営業譲渡で株式会社シグマスタッフに。 
     （※いずれも、高齢者施設で働く介護職員や看護師、 

保育園で働く保育士の人材派遣を行う会社です。） 

平成１９年 和光市議会議員 初当選  

【趣味】演劇、格闘技 【特技】卓球（市内卓球サークル所属） 

◆現在の活動◆ 

【所属会派】  「新しい風」 （無所属議員３人会派） 

【委員会】   総務常任委員会、 議会運営委員会 

※その他、「朝霞地区一部事務組合」の議員を担当。 

【若手政治家養成塾】 事務局代表。埼玉や東京の 

議員と共に、次代の無所属議員の育成を行う。 

養成塾ＨＰ  http://wakateseijika.seesaa.net/ 

 

http://inouewataru.blog.shinobi.jp/
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